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調査計画 

 

１ 調査の名称（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

食品流通段階別価格形成調査（青果物生産者段階調査票） 

 

２ 調査の目的 

生産者、集出荷団体、仲卸業者、小売業者を対象に出荷先別販売金額、各段階での仕

入・販売金額等を把握し、その結果を用いて多様な流通における青果物の生産者受取価

格等の価格形成や出荷先別販売金額の割合等の実態を捉えることにより、食料・農業・

農村基本計画の見直し検討や食料の安定供給の確保に向けた食品流通の効率化・高度化、

流通構造改革等を推進するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲（□個人 ■世帯 □事業所 ■企業・法人・団体 □地方公共団体 

□その他） 

青果物の作付け及び販売を行っている農業経営体 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

約9,300経営体（母集団の大きさ 約43万経営体（直近の農林業センサス結果）） 

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出（□全数階層あり） □有意抽出） 

直近の農林業センサス結果を基に次のとおり選定する。 

① 調査対象品目のいずれかを作付けする経営体については、調査対象品目のうち作

付面積１位である品目別及び販売金額１位の出荷先（集出荷団体、卸売市場、小売

業、食品製造業、直接販売等）別に系統抽出法により選定する。 

  調査対象品目：だいこん、にんじん、はくさい、キャベツ、ほうれんそう、 

ねぎ、なす、トマト、きゅうり、ピーマン、さといも、 

たまねぎ、レタス、ばれいしょ、みかん、りんご 

② 調査対象品目の作付けのない経営体については、販売金額１位の出荷先（集出荷

団体、卸売市場、小売業、食品製造業、直接販売等）別に系統抽出法により選定す

る。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項 
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ア 法人番号 

イ 青果物全体の販売金額及び出荷先別販売金額割合 

ウ 品目別出荷先別販売量、販売金額等 

エ 消費者への直接販売の販売経費等 

〔集計しない事項の有無〕 □無 ■有 

法人番号は、事業所母集団データベースに登録し、同データベースを充実させるた

めに用いるものであり、集計は行わない。 

（２）基準となる期日又は期間 

令和４年４月１日から令和５年３月31日までの１年間 

ただし、上記期間で記入が困難な場合は、記入可能な直近１年間 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

農林水産省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

■郵送調査 ■オンライン調査（■政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） □調査員調査 □その他（   ） 

〔調査方法の概要〕 

農林水産省（本省）から調査事務を受託した民間事業者（以下「民間事業者」とい

う。）が、報告者に対して郵送により調査票及びオンライン調査回答用のＩＤ・パス

ワードを配布する。 

報告者は、郵送された調査票に記入し、民間事業者に郵送提出するほか、政府統計

共同利用システムを利用して回答する。 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 □１年 □２年 □３年 ■５年 □不定期 

□その他（     ） 

（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：平成30年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査票の配布 令和５年８月下旬 

調査票の回収 令和５年10月上旬 

 

８ 集計事項 

（１）販売金額（青果物全体） 
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（２）出荷先別販売金額割合（青果物全体） 

（３）販売数量及び販売金額（調査対象品目別・出荷先別） 

（４）消費者への直接販売の販売経費等 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 

（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat以外） □印刷物 □閲覧） 

概要及び詳細ともインターネット（農林水産省ホームページ）により公表する。（詳

細については、e-Statに掲載） 

（３）公表の期日 

ア 概要は、令和６年６月下旬までに公表する。 

イ 詳細は、令和６年９月下旬までに公表する。 

 

10 使用する統計基準等 

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（     ） 

■使用しない 

本調査は、青果物の作付け及び販売を行っている農業経営体を対象とした調査であり、

調査対象の範囲の画定及び集計結果の表示に統計基準を用いる余地がないことから、い

ずれの統計基準も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

（１）調査票情報の保存期間 

ア 記入済み調査票：３年（令和６年４月１日から起算） 

イ 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：永年 

（２）保存責任者 

農林水産省大臣官房統計部長 
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調査計画 

 

１ 調査の名称（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

食品流通段階別価格形成調査（青果物集出荷段階調査票（Ａ）） 

 

２ 調査の目的 

生産者、集出荷団体、仲卸業者、小売業者を対象に出荷先別販売金額、各段階での仕

入・販売金額等を把握し、その結果を用いて多様な流通における青果物の生産者受取価

格等の価格形成や出荷先別販売金額の割合等の実態を捉えることにより、食料・農業・

農村基本計画の見直し検討や食料の安定供給の確保に向けた食品流通の効率化・高度化、

流通構造改革等を推進するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲（□個人 □世帯 □事業所 ■企業・法人・団体 □地方公共団体 

   □その他） 

卸売市場等へ青果物を出荷している集出荷団体（注） 

注：集出荷団体とは、生産者から青果物の販売の委託を受けて、卸売市場等へ青果

物を出荷する農業協同組合等をいう。 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

約500団体（母集団の大きさ 約2,000団体（直近の野菜作付面積調査・収穫量調査

及び果樹収穫量調査結果）） 

注：報告者数及び母集団の大きさは、母集団整備後に確定する。 

（２）報告者の選定方法（□全数 □無作為抽出（□全数階層あり） ■有意抽出） 

直近の野菜作付面積調査・収穫量調査及び果樹収穫量調査結果に基づき、調査対象

品目の出荷量の全国計の７割を占めるまでの集出荷団体を抽出し、選定する。 

  調査対象品目：だいこん、にんじん、はくさい、キャベツ、ほうれんそう、 

ねぎ、なす、トマト、きゅうり、ピーマン、さといも、 

たまねぎ、レタス、ばれいしょ、みかん、りんご 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項 

ア 法人番号 
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イ 調査対象品目の青果物卸売市場向けの出荷量 

ウ 調査対象品目の青果物卸売市場向けの販売収入及び販売経費 

エ 青果物全体の販売金額及び出荷先別販売金額割合 

〔集計しない事項の有無〕 □無 ■有 

法人番号は、事業所母集団データベースに登録し、同データベースを充実させるた

めに用いるものであり、集計は行わない。 

（２）基準となる期日又は期間 

令和４年４月１日から令和５年３月31日までの１年間 

ただし、上記期間で記入が困難な場合は、記入可能な直近１年間 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

農林水産省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

■郵送調査 ■オンライン調査（■政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） □調査員調査 □その他（   ） 

〔調査方法の概要〕 

農林水産省（本省）から調査事務を受託した民間事業者（以下「民間事業者」とい

う。）が、報告者に対して郵送により調査票及びオンライン調査回答用のＩＤ・パス

ワードを配布する。 

報告者は、郵送された調査票に記入し、民間事業者に郵送提出するほか、政府統計

共同利用システムを利用して回答する。 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 □１年 □２年 □３年 ■５年 □不定期 

□その他（     ） 

（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：平成30年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査票の配布 令和５年８月下旬 

調査票の回収 令和５年10月上旬 

 

８ 集計事項 

（１）販売収入（調査対象品目別） 

（２）集出荷・販売経費（調査対象品目別） 
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（３）出荷量及びパレットを利用した出荷量割合（調査対象品目別） 

（４）販売金額（青果物全体） 

（５）出荷先別販売金額割合（青果物全体） 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 

（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat以外） □印刷物 □閲覧） 

概要及び詳細ともインターネット（農林水産省ホームページ）により公表する。（詳

細については、e-Statに掲載） 

（３）公表の期日 

ア 概要は、令和６年６月下旬までに公表する。 

イ 詳細は、令和６年９月下旬までに公表する。 

 

10 使用する統計基準等 

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（     ） 

■使用しない 

本調査は、卸売市場へ青果物を出荷している集出荷団体を対象とした調査であり、調

査対象の範囲の画定及び集計結果の表示に統計基準を用いる余地がないことから、いず

れの統計基準も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

（１）調査票情報の保存期間 

ア 記入済み調査票：３年（令和６年４月１日から起算） 

イ 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：永年 

（２）保存責任者 

農林水産省大臣官房統計部長 
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調査計画 

 

１ 調査の名称（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

食品流通段階別価格形成調査（青果物集出荷段階調査票（Ｂ）） 

 

２ 調査の目的 

生産者、集出荷団体、仲卸業者、小売業者を対象に出荷先別販売金額、各段階での仕

入・販売金額等を把握し、その結果を用いて多様な流通における青果物の生産者受取価

格等の価格形成や出荷先別販売金額の割合等の実態を捉えることにより、食料・農業・

農村基本計画の見直し検討や食料の安定供給の確保に向けた食品流通の効率化・高度化、

流通構造改革等を推進するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲（□個人 □世帯 □事業所 ■企業・法人・団体 □地方公共団体 

   □その他） 

卸売市場等へ青果物を出荷している集出荷団体（注）（青果物集出荷段階調査票（Ａ）

の対象となる集出荷団体を除く。） 

注：集出荷団体とは、生産者から青果物の販売の委託を受けて、卸売市場等へ青果

物を出荷する農業協同組合等をいう。 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

約1,600団体（母集団の大きさ 約1,600団体（直近の野菜作付面積調査・収穫量調

査及び果樹収穫量調査結果）） 

青果物集出荷段階調査票（Ａ）の実対象の約330団体を除く数 

注：報告者数及び母集団の大きさは、母集団整備後に確定する。 

（２）報告者の選定方法（■全数 □無作為抽出（□全数階層あり） □有意抽出） 

全国の青果物集出荷団体のうち、青果物集出荷段階調査票（Ａ）の実対象を除く全

ての集出荷団体を選定する。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項 

ア 法人番号 

イ 青果物全体の販売金額及び出荷先別販売金額割合 
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〔集計しない事項の有無〕 □無 ■有 

法人番号は、事業所母集団データベースに登録し、同データベースを充実させるた

めに用いるものであり、集計は行わない。 

（２）基準となる期日又は期間 

令和４年４月１日から令和５年３月31日までの１年間 

ただし、上記期間で記入が困難な場合は、記入可能な直近１年間 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

農林水産省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

■郵送調査 ■オンライン調査（■政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） □調査員調査 □その他（   ） 

〔調査方法の概要〕 

農林水産省（本省）から調査事務を受託した民間事業者（以下「民間事業者」とい

う。）が、報告者に対して郵送により調査票及びオンライン調査回答用のＩＤ・パス

ワードを配布する。 

報告者は、郵送された調査票に記入し、民間事業者に郵送提出するほか、政府統計

共同利用システムを利用して回答する。 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 □１年 □２年 □３年 ■５年 □不定期 

□その他（     ） 

（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：平成30年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査票の配布 令和５年８月下旬 

調査票の回収 令和５年10月上旬 

 

８ 集計事項 

（１）販売金額（青果物全体） 

（２）出荷先別販売金額割合（青果物全体） 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 
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（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat以外） □印刷物 □閲覧） 

概要及び詳細ともインターネット（農林水産省ホームページ）により公表する。（詳

細については、e-Statに掲載） 

（３）公表の期日 

ア 概要は、令和６年６月下旬までに公表する。 

イ 詳細は、令和６年９月下旬までに公表する。 

 

10 使用する統計基準等 

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（     ） 

■使用しない 

本調査は、卸売市場へ青果物を出荷している集出荷団体を対象とした調査であり、調

査対象の範囲の画定及び集計結果の表示に統計基準を用いる余地がないことから、いず

れの統計基準も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

（１）調査票情報の保存期間 

ア 記入済み調査票：３年（令和６年４月１日から起算） 

イ 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：永年 

（２）保存責任者 

農林水産省大臣官房統計部長 

 



1 

 

調査計画 

 

１ 調査の名称（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

食品流通段階別価格形成調査（青果物仲卸段階調査票） 

 

２ 調査の目的 

生産者、集出荷団体、仲卸業者、小売業者を対象に出荷先別販売金額、各段階での仕

入・販売金額等を把握し、その結果を用いて多様な流通における青果物の生産者受取価

格等の価格形成や出荷先別販売金額の割合等の実態を捉えることにより、食料・農業・

農村基本計画の見直し検討や食料の安定供給の確保に向けた食品流通の効率化・高度化、

流通構造改革等を推進するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲（□個人 □世帯 □事業所 ■企業・法人・団体 □地方公共団体 

   □その他） 

卸売市場で青果物を取り扱っている仲卸業者 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

200業者（母集団の大きさ 約2,200業者（農林水産省新事業・食品産業部が保有す

る直近の仲卸業者数）） 

（２）報告者の選定方法（□全数 □無作為抽出（□全数階層あり） ■有意抽出） 

ア 直近２か年の「青果物卸売市場調査（農林水産省統計部）」結果及び農林水産省

新事業・食品産業部が保有する全国の地方卸売市場における青果物の卸売価額に関

する情報に基づき、全国の中央及び地方卸売市場のうち、青果物の卸売価額が全国

計の６割を超えるまでの上位市場を選定する。 

イ 直近の経済センサス－活動調査結果及び市場開設者への情報収集により、アで選

定した卸売市場に所属する青果物を取扱う仲卸業者を把握し、卸売市場別に販売金

額の多い順に仲卸業者を選定する。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項 

ア 法人番号 

イ 品目別の仕入金額、販売金額等 
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〔集計しない事項の有無〕 □無 ■有 

法人番号は、事業所母集団データベースに登録し、同データベースを充実させるた

めに用いるものであり、集計は行わない。 

（２）基準となる期日又は期間 

令和４年４月１日から令和５年３月31日までの１年間 

ただし、上記期間で記入が困難な場合は、記入可能な直近１年間 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

農林水産省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

■郵送調査 ■オンライン調査（■政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） ■調査員調査 □その他（   ） 

〔調査方法の概要〕 

農林水産省（本省）から調査事務を受託した民間事業者（以下「民間事業者」とい

う。）が、報告者に対して郵送により調査票及びオンライン調査回答用のＩＤ・パス

ワードを配布する。 

報告者は、郵送された調査票に記入し、民間事業者に郵送提出するほか、政府統計

共同利用システムを利用して回答する。 

なお、報告者の要望など必要に応じて調査員が配布し、回収を行う。 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 □１年 □２年 □３年 ■５年 □不定期 

□その他（     ） 

（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：平成30年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査票の配布 令和５年８月下旬 

調査票の回収 令和５年10月上旬 

 

８ 集計事項 

仕入金額及び販売金額（調査対象品目別） 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 
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（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat以外） □印刷物 □閲覧） 

概要及び詳細ともインターネット（農林水産省ホームページ）により公表する。（詳

細については、e-Statに掲載） 

（３）公表の期日 

ア 概要は、令和６年６月下旬までに公表する。 

イ 詳細は、令和６年９月下旬までに公表する。 

 

10 使用する統計基準等 

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（     ） 

■使用しない 

本調査は、全国の卸売市場に所在し、青果物を扱う仲卸業者を対象とした調査であり、

調査対象の範囲の画定及び集計結果の表示に統計基準を用いる余地がないことから、い

ずれの統計基準も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

（１）調査票情報の保存期間 

ア 記入済み調査票：３年（令和６年４月１日から起算） 

イ 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：永年 

（２）保存責任者 

農林水産省大臣官房統計部長 
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調査計画 

 

１ 調査の名称（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

食品流通段階別価格形成調査（青果物小売段階調査票） 

 

２ 調査の目的 

生産者、集出荷団体、仲卸業者、小売業者を対象に出荷先別販売金額、各段階での仕

入・販売金額等を把握し、その結果を用いて多様な流通における青果物の生産者受取価

格等の価格形成や出荷先別販売金額の割合等の実態を捉えることにより、食料・農業・

農村基本計画の見直し検討や食料の安定供給の確保に向けた食品流通の効率化・高度化、

流通構造改革等を推進するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲（□個人 □世帯 ■事業所 ■企業・法人・団体 □地方公共団体 

   □その他） 

青果物を販売している小売業者 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

約700事業所（母集団の大きさ 約45,000事業所（直近の経済センサス－活動調査結

果）） 

注：報告者数及び母集団の大きさは、母集団整備後に確定する。 

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出（□全数階層あり） □有意抽出） 

 直近の経済センサス－活動調査結果に基づき、青果物を販売する小売業者を青果物

の販売金額階層別に系統抽出法で選定する。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項 

ア 法人番号 

イ 青果物全体の仕入金額 

ウ 品目別の仕入金額及び販売金額 

エ 品目別の仕入先別仕入金額割合 

〔集計しない事項の有無〕 □無 ■有 

法人番号は、事業所母集団データベースに登録し、同データベースを充実させるた
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めに用いるものであり、集計は行わない。 

（２）基準となる期日又は期間 

令和４年４月１日から令和５年３月31日までの１年間 

ただし、上記期間で記入が困難な場合は、記入可能な直近１年間 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

農林水産省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

■郵送調査 ■オンライン調査（■政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） □調査員調査 □その他（   ） 

〔調査方法の概要〕 

農林水産省（本省）から調査事務を受託した民間事業者（以下「民間事業者」とい

う。）が、報告者に対して郵送により調査票及びオンライン調査回答用のＩＤ・パス

ワードを配布する。 

報告者は、郵送された調査票に記入し、民間事業者に郵送提出するほか、政府統計

共同利用システムを利用して回答する。 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 □１年 □２年 □３年 ■５年 □不定期 

□その他（     ） 

（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：平成30年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査票の配布 令和５年８月下旬 

調査票の回収 令和５年10月上旬 

 

８ 集計事項 

（１）仕入金額（青果物全体） 

（２）仕入金額及び販売金額（調査対象品目別） 

（３）仕入先別仕入金額割合（調査対象品目別） 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 

（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat以外） □印刷物 □閲覧） 
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概要及び詳細ともインターネット（農林水産省ホームページ）により公表する。（詳

細については、e-Statに掲載） 

（３）公表の期日 

ア 概要は、令和６年６月下旬までに公表する。 

イ 詳細は、令和６年９月下旬までに公表する。 

 

10 使用する統計基準等 

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（     ） 

■使用しない 

本調査は、青果物を販売している小売業者を対象とした調査であり、調査対象の範囲

の画定及び集計結果の表示に統計基準を用いる余地がないことから、いずれの統計基準

も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

（１）調査票情報の保存期間 

ア 記入済み調査票：３年（令和６年４月１日から起算） 

イ 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：永年 

（２）保存責任者 

農林水産省大臣官房統計部長 
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報告者数の考え方 

 

Ⅰ 青果物生産者段階調査 

１ 母集団について 

(1) 調査対象 

青果物を作付け及び販売する農業経営体 

(2) フレーム 

直近の農林業センサス結果 

(3) 母集団の大きさ 

青果物生産者 427,936経営体 

 

２ 標本設計 
(1) 直近の2020年農林業センサス結果を基に「青果物の作付け及び販売を行っている

農業経営体」を抽出し、作付面積の最も大きな品目により、青果物（みかん、りん

ご以外）、みかん、りんごの３区分の部分母集団を作成。それぞれの部分母集団を、

作付面積の大きさに応じてさらに規模階層に区分。 

 

 

 
(2) (1)の部分母集団ごとに「１経営体当たりの青果物全体の販売金額」を指標として、

目標精度を５％に設定し、規模階層別の標本配分を最適配分として、全体の必要標

本数（3,257）を算出。 

 

(3) なお、必要標本数の算出において、規模階層ごとの「１経営体当たりの青果物全

体の販売金額」の平均及び分散については、平成30年度に実施した前回調査結果及

び前回母集団（2015年農林業センサス結果）により求めた値を用いた。 

青果物生産者段階調査　階層別母集団（2020年農林業センサス結果を基に抽出）

単位：経営体
1 2 3 4 5 6 7

0.5ha未満 0.5～1ha 1～2ha 2～3ha 3～5ha 5～10ha 10ha以上

246,336 83,011 53,076 18,146 12,649 9,107 5,611 427,936

1 2 3 4 5 6 7
0.5ha未満 0.5～1ha 1～2ha 2～3ha 3～5ha 5～10ha 10ha以上

227,308 70,406 42,666 14,326 10,980 8,689 5,611 379,986

1 2 3 4 5 6
0.5ha未満 0.5～1ha 1～2ha 2～3ha 3～5ha 5～10ha

9,985 6,291 4,722 1,894 893 233 24,018

1 2 3 4 5 6
0.5ha未満 0.5～1ha 1～2ha 2～3ha 3～5ha 5～10ha

9,043 6,314 5,688 1,926 776 185 23,932

みかん
計

りんご
計

全体
計

青果物
（みかん、りんご以外）

計

別添１ 
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階層の番号 1 2 3 4 5 6 7 計

（過年次データ）
階層の大きさ 9043 6314 5688 1926 776 185 23932
標本サイズ 51 82 111 76 59 19 －
標本データ合計 75732800 352400400 941374800 801506400 1112815600 537600000 －
標本データ数 51 82 111 76 59 19 －
平均値(推定値) 1484956.863 4297565.854 8480854.054 10546136.84 18861281.36 28294736.84 5389651.253
不偏分散 1.63599E+12 1.49883E+13 2.50839E+13 2.19305E+13 1.95945E+14 7.2386E+14 －
データ総計(推定値) 13428464910 27134830800 48239097859 20311859558 14636354332 5234526316 1.28985E+11

（差替後最新データ）
階層の大きさ 9043 6314 5688 1926 776 185 23932

（目標精度）
0.05

○比例配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 1.47959E+16 9.46511E+16 1.42702E+17 4.22601E+16 1.5225E+17 1.34642E+17 0 5.81301E+17
必要標本数 124.6 87.0 78.4 26.5 10.7 2.5 0.0 329.9

○最適配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 1.47959E+16 9.46511E+16 1.42702E+17 4.22601E+16 1.5225E+17 1.34642E+17 0 5.81301E+17
Ni*σi*αi 11567175814 24446413620 28490166857 9021805657 10869484995 4990866430 0 89385913373
必要標本数 24.5 51.8 60.4 19.1 23.0 10.6 0.0 189.4

【りんご】階層ごとの必要標本数の計算

階層の番号 1 2 3 4 5 6 7 計

（過年次データ）
階層の大きさ 227308 70406 42666 14326 10980 8689 5611 379986
標本サイズ 2199 1440 1664 924 874 761 539 －
標本データ合計 7462009200 10526378800 17402688800 14557778800 19556448400 31530188800 41627105200 －
標本データ数 2199 1440 1664 924 874 761 539 －
平均値(推定値) 3393364.802 7309985.278 10458346.63 15755171.86 22375799.08 41432573.98 77230250.83 7887035.433
不偏分散 1.29254E+14 4.29656E+14 4.39965E+14 5.24469E+14 2.67042E+15 1.88362E+16 2.66454E+16 －
データ総計(推定値) 7.71339E+11 5.14667E+11 4.46216E+11 2.25709E+11 2.45686E+11 3.60008E+11 4.33339E+11 2.99696E+12

（差替後最新データ）
階層の大きさ 227308 70406 42666 14326 10980 8689 5611 379986

（目標精度）
0.05

○比例配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 2.93805E+19 3.02508E+19 1.8772E+19 7.51407E+18 2.93239E+19 1.63687E+20 1.49534E+20 4.28462E+20
必要標本数 4256.1 1318.3 798.9 268.2 205.6 162.7 105.1 7114.9

○最適配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 2.93805E+19 3.02508E+19 1.8772E+19 7.51407E+18 2.93239E+19 1.63687E+20 1.49534E+20 4.28462E+20
Ni*σi*αi 2.58426E+12 1.4594E+12 8.94944E+11 3.28095E+11 5.6743E+11 1.19259E+12 9.15989E+11 7.94271E+12
必要標本数 897.0 506.6 310.6 113.9 197.0 414.0 317.9 2756.9

【青果物】階層ごとの必要標本数の計算

【青果物（みかん、りんご以外）】 

 

【みかん】 

 

【りんご】 

 

階層の番号 1 2 3 4 5 6 7 計

（過年次データ）
階層の大きさ 9985 6291 4722 1894 893 233 24018
標本サイズ 47 58 63 82 64 29 －
標本データ合計 84601600 208892000 462160000 923448000 1170980000 979210000 －
標本データ数 47 58 63 82 64 29 －
平均値(推定値) 1800034.043 3601586.207 7335873.016 11261560.98 18296562.5 33765862.07 5029835.281
不偏分散 9.23676E+12 1.33052E+13 2.38138E+13 5.23908E+13 1.1742E+14 1.11008E+15 －
データ総計(推定値) 17973339915 22657578828 34639992381 21329396488 16338830313 7867445862 0 1.20807E+11

（差替後最新データ）
階層の大きさ 9985 6291 4722 1894 893 233 24018

（目標精度）
0.05

○比例配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 9.22383E+16 8.37163E+16 1.12473E+17 9.92807E+16 1.04974E+17 2.59763E+17 0 7.52444E+17
必要標本数 201.8 127.1 95.4 38.3 18.0 4.7 0.0 485.3

○最適配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 9.22383E+16 8.37163E+16 1.12473E+17 9.92807E+16 1.04974E+17 2.59763E+17 0 7.52444E+17
Ni*σi*αi 30347969692 22949058904 23045511778 13712680607 9682018410 7779764108 0 1.07517E+11
必要標本数 87.6 66.3 66.5 39.6 28.0 22.5 0.0 310.4

【みかん】階層ごとの必要標本数の計算
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(4) 回収率を35％に設定し、回収率を考慮した必要標本数（9,306）を算出。 

〔全体の必要標本数3,257／35％≒9,306（経営体）〕 

 

[必要な標本の大きさの算出式] 

 

 
 
   ：階層の数    

  ：母集団の大きさ 

：第 i 階層の大きさ 

：母平均 

   

   

    ：第 i 階層の標本の大きさ    

   ：第 i 階層の分散の推定値      

   ：目標精度      

 

 
 
 
 

階層の番号 1 2 3 4 5 6 7 計

（全体）

階層の大きさ 246336.0 83011.0 53076.0 18146.0 12649.0 9107.0 5611.0 427936.0
平均値 3258722.928 6799812.472 9968628.151 14733266.18 21872200.06 40969540.74 77230250.83 7587010.123
総計 802740771279.3 564459233094.8 529094907752.9 267349848133.1 276661458594.4 373109607504.0 433338937434.5 3246754763793.0

○比例配分の場合
必要標本数 4582.5 1532.4 972.7 333.1 234.3 170.0 105.1 7930.1
誤差分散 1545278717779830000000.0 1596188201759270000000.0 999449871868430000000.0 401628395496831000000.0 1552765612557360000000.0 8600583006254000000000.0 7836653434038040000000.0 22532547239753700000000.0

○最適配分の場合

必要標本数 1009.1 624.6 437.6 172.6 247.9 447.0 317.9 3256.8

誤差分散 7431741084963440000000.0 4193569973978930000000.0 2580729546192340000000.0 946592138115357000000.0 1613664559807150000000.0 3276821552015020000000.0 2489428384681520000000.0 22532547239753800000000.0

（青果物）

階層の大きさ 227308 70406 42666 14326 10980 8689 5611 379986
平均値 3393364.802 7309985.278 10458346.63 15755171.86 22375799.08 41432573.98 77230250.83 7887035.433
総計 7.71339E+11 5.14667E+11 4.46216E+11 2.25709E+11 2.45686E+11 3.60008E+11 4.33339E+11 2.99696E+12
不偏分散 1.29254E+14 4.29656E+14 4.39965E+14 5.24469E+14 2.67042E+15 1.88362E+16 2.66454E+16 -

○比例配分の場合
必要標本数 4256.1 1318.3 798.9 268.2 205.6 162.7 105.1 7114.9
誤差分散 1539747468455630000000.0 1585356423395560000000.0 983785599771209000000.0 393790562161629000000.0 1536781821431290000000.0 8578353441947920000000.0 7836653434038040000000.0 22454468751201300000000.0

○最適配分の場合

必要標本数 897.0 506.6 310.6 113.9 197.0 414.0 317.9 2756.9

誤差分散 7415879594633020000000.0 4174265691948450000000.0 2559560734955970000000.0 937727671292424000000.0 1605440001651780000000.0 3272166672038110000000.0 2489428384681520000000.0 22454468751201300000000.0

（みかん）

階層の大きさ 9985 6291 4722 1894 893 233 0 24018
平均値 1800034.043 3601586.207 7335873.016 11261560.98 18296562.5 33765862.07 0 5029835.281
総計 17973339915 22657578828 34639992381 21329396488 16338830313 7867445862 0 1.20807E+11
不偏分散 9.23676E+12 1.33052E+13 2.38138E+13 5.23908E+13 1.1742E+14 1.11008E+15 0 -

○比例配分の場合
必要標本数 201.8 127.1 95.4 38.3 18.0 4.7 0.0 485.3
誤差分散 4472579400121560000.0 4059353954823880000.0 5453729285243760000.0 4814061029213890000.0 5090110311133480000.0 12595742734455900000.0 0.0 36485576714992500000.0

○最適配分の場合

必要標本数 87.6 66.3 66.5 39.6 28.0 22.5 0.0 310.4

誤差分散 10418641829084900000.0 7864584986696880000.0 7869234707687550000.0 4650043354770310000.0 3248349007550520000.0 2434722829202280000.0 0.0 36485576714992500000.0

（りんご）　

階層の大きさ 9043 6314 5688 1926 776 185 0 23932
平均値 1484956.863 4297565.854 8480854.054 10546136.84 18861281.36 28294736.84 0 5389651.253
総計 13428464910 27134830800 48239097859 20311859558 14636354332 5234526316 0 1.28985E+11
不偏分散 1.63599E+12 1.49883E+13 2.50839E+13 2.19305E+13 1.95945E+14 7.2386E+14 0 -

○比例配分の場合
必要標本数 124.6 87.0 78.4 26.5 10.7 2.5 0.0 329.9
誤差分散 1058669924073600000.0 6772424408883110000.0 10210542811977100000.0 3023772305988740000.0 10893680814940500000.0 9633821571620880000.0 0.0 41592911837484000000.0

○最適配分の場合

必要標本数 24.5 51.8 60.4 19.1 23.0 10.6 0.0 189.4

誤差分散 5442848501333130000.0 11439697043782700000.0 13299576528676900000.0 4214423468162740000.0 4976209147822340000.0 2220157147706100000.0 0.0 41592911837484000000.0
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Ⅱ 青果物集出荷段階調査（Ａ） 

令和元年産野菜作付面積調査・収穫量調査及び令和２年産果樹収穫量調査結果に基づ

き、調査対象品目の出荷量の７割を占めるまでの集出荷団体（489団体）。 

 

 

Ⅲ 青果物集出荷段階調査（Ｂ） 

 全国の青果物集出荷団体（1,950団体）のうち、青果物集出荷団体（Ａ）の実対象（333

団体）を除く全ての集出荷団体（1,617団体）。 

 

 

Ⅳ 青果物仲卸段階調査 

 直近２か年の「青果物卸売市場調査（農林水産省統計部）」結果及び農林水産省新事業・

食品産業部が保有する全国の地方卸売市場における青果物の卸売価額に関する情報に基

づき、全国の中央及び地方卸売市場のうち、青果物の卸売価額が全国計の６割を超える

までの上位市場を選定し、該当する卸売市場に所属する200業者。 

 

 

Ⅴ 青果物小売段階調査 

１ 母集団について 

(1) 調査対象 

青果物を販売する小売業者 

(2) フレーム 

直近の経済センサス結果 

(3) 母集団の大きさ 

青果物小売業者 45,056事業所 

 

２ 標本設計 

(1) 直近の令和３年経済センサス－活動調査結果を基に「青果物を販売している小売

業者」を抽出して母集団とし、青果物の販売金額の大きさに応じて販売金額階層に

区分。 

 

(2) 「１業者当たりの青果物全体の仕入金額」を指標として、目標精度を５％に設定

し、販売金額階層別の標本配分を最適配分として、全体の必要標本数（286）を算出。 
 
(3) なお、必要標本数の算出において、販売金額階層ごとの「１業者当たりの青果物

全体の仕入金額」の平均及び分散については、平成30年度に実施した前回調査結果

及び前回母集団（平成28年経済センサス－活動調査結果）により求めた値を用いた。 
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階層の番号 1 2 3 4 5 6 7 計
500万円未満 500万～2000万 2000万～5000万 5000万～１億 １億～２億 ２億～５億 ５億円以上

（過年次データ）
階層の大きさ 6143 4725 3802 3822 6114 6969 1334 32909
標本サイズ 34 117 172 279 159 170 118 －
標本データ合計 684280800 1382813600 4805437200 17939946800 19938326400 41406668800 53849267600 －
標本データ数 34 117 172 279 159 170 118 －
平均値(推定値) 20125905.88 11818919.66 27938588.37 64300884.59 125398279.2 243568640 456349725.4 109524561.5
不偏分散 8.17941E+15 1.1319E+14 1.99622E+14 6.83851E+15 1.04367E+16 3.08487E+16 3.22802E+16 －
データ総計(推定値) 1.23633E+11 55844395385 1.06223E+11 2.45758E+11 7.66685E+11 1.69743E+12 6.08771E+11 3.60434E+12

（差替後最新データ）
階層の大きさ 6143 4725 3802 3822 6114 6969 1334 32909

（目標精度）
0.05

○比例配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 5.02543E+19 5.34937E+17 7.59161E+17 2.61436E+19 6.38204E+19 2.15015E+20 4.30941E+19 3.99622E+20
必要標本数 74.7 57.4 46.2 46.5 74.3 84.7 16.2 400.0

○最適配分の場合
Ni^2*σi^2/(Ni-1) 5.02543E+19 5.34937E+17 7.59161E+17 2.61436E+19 6.38204E+19 2.15015E+20 4.30941E+19 3.99622E+20

Ni*σi*αi 5.55619E+11 50274999876 53724574040 3.16103E+11 6.24658E+11 1.22411E+12 2.39765E+11 3.06425E+12

必要標本数 51.8 4.7 5.0 29.5 58.2 114.1 22.3 285.6

小売段階調査　階層ごとの必要標本数の計算

 

 

(4) 回収率を40％に設定し、回収率を考慮した必要標本数（715）を算出。 

〔全体の必要標本数286／40％≒715（事業所）〕 

 

 

[必要な標本の大きさの算出式] 

 

 
 
   ：階層の数    

  ：母集団の大きさ 

：第 i 階層の大きさ 

：母平均 

   

   

    ：第 i 階層の標本の大きさ    

   ：第 i 階層の分散の推定値      

   ：目標精度 
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集計・推定方法 

 

１ 集計・推定方法 

(1) 青果物生産者段階調査 

青果物全体の販売金額（総計及び出荷先別）、調査対象品目の出荷先別販売数量及び

販売金額の推定値を次の式により算出。 

 

〈推定値の計算式〉 

 

 

 

 

Ｔ：x の総計の推定値 

L：階層区分の数 

i：階層を表す添字  

j：標本経営体を表す添字 

Ni：i 階層の母集団の大きさ 

ni：i 階層の調査結果が得られた標本経営体数 

xij：i 階層の調査結果が得られた、j 番目の標本経営体に係るx の調査値 

 

 

(2) 青果物集出荷段階調査（Ａ） 

ア １集出荷団体当たり平均 

単純平均により算出。 

イ 調査対象品目100kg当たり 

調査対象品目の経費等（円）  

  調査対象品目の出荷量（kg） 

ウ 青果物全体の販売金額割合 

全ての集出荷団体を対象として調査を実施するものの、有効回収率が100％となら

ない場合は、青果物集出荷段階調査（Ｂ）の結果と合わせ青果物全体の販売金額の

推定値を１(1)と同様の推定式により算出。 

 

 

(3) 青果物集出荷段階調査（Ｂ） 

全ての集出荷団体を対象として調査を実施するものの、有効回収率が100％とならな

い場合は、青果物集出荷段階調査（Ａ）の結果と合わせ青果物全体の販売金額の推定

値を１(1)と同様の推定式により算出。 

 

別添２ 

×100 
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(4) 青果物仲卸段階調査 

１業者当たりの平均は、単純平均により算出。 

 

(5) 青果物小売段階調査 

青果物全体の仕入金額、調査対象品目の仕入金額及び販売金額、調査対象品目の仕

入先別仕入金額の推定値を１(1)と同様の推定式により算出。 

 

２ 調査票の欠測値推定について 

疑義照会の実施後においても回答に一部欠測がある場合、必要に応じて同一規模階層

の平均値を代入する等の方法により欠測値を推定。 

 



単位：経営体、団体又は業者

うちオンライン
（有効回収率（％））

10,074 444
(34.8) (1.5)

298 16
(93.1) (5.0)

1,106 75
(57.6) (3.9)

90 1
(90.0) (1.0)

1,096 99
(82.2) (7.4)

12,664 635
(38.8) (1.9)

（参考）　食品流通段階別価格形成調査（青果物調査）（平成29年度）における調査票別の回収実績

計 32,605                    

青 果 物 小 売 段 階 調 査 票 1,334                      

青果物集出荷段階調査票（Ａ）

有効回収数
（有効回収率（％））

調査対象者数

青 果 物 生 産 者 段 階 調 査 票 28,932                    

320                         

青果物集出荷段階調査票（Ｂ） 1,919                      

青 果 物 仲 卸 段 階 調 査 票 100                         




